
ワークショップ 第１部「博物館のリニューアル」の概要  

１ 趣旨説明 杉長敬治（文部科学省国立教育政策研究所・フェロー） 

 ワークショップの趣旨と博物館総合調査のデータを基に博物館の老朽化とリニューアルの

取組の現状を説明した。 

２ 発表① 石川貴敏氏 （丹青研究所・文化空間情報部長） 

 演題 博物館のリニューアルについて 

概要 現在，博物館は「リニューアルの時代」を迎えている。1994 年度以降,継続的に取り

組んでいる丹青研究所調査（「年度別開設博物館・リニューアル博物館調査」）では,2006

年度からリニューアル館数が新設館数を上回った。本発表では,長く博物館のリニューア

ル傾向を調査した立場から,近年の博物館リニューアルの状況（契機・要因・形態・特徴

等）を述べるとともに,「平成の市町村合併」や「公共施設等総合管理計画の策定要請」

（2014 年 4月）などを背景に,各地で散見される博物館の統廃合・再編・再配置の取り組

みについても言及した。 

 発表② 水澤喜代志氏 （新潟市新津鉄道資料館・副館長） 

演題 リーダーシップと地域協働でリニューアルから活性化へ結びつける 

   概要 新潟市では，鉄道文化を市の新しい魅力として発信し，交流人口の拡大を図ること

を目的に，資料館を昨年（2014 年）7月リニューアルしました。資料館のある新津は明治・

大正・昭和と続く鉄道の要衝でした。この歴史や地域の鉄道関連施設などを掘り起こし，

地元経済団体・観光協会・愛好団体などを巻き込んで，協働で「鉄道の街にいつ」をキャ

ッチフレーズに各種に取り組んでいます。地域協働で鉄道文化事業を取り組むことで，資

料館の新たな活用と必要性を認識していただけると考えています。 

３ 水澤氏の発表へのコメント 法政大学キャリアデザイン学部金山教授と金山ゼミ所属の学生 

＜金山喜昭教授のコメント＞  

概要 資料館のリニューアルに先立って,金山教授が主導して市民のワークショップと職員    

のワークショップを開催し,資料館の在り方を議論した。資料館のリニューアルは,ミッシ

ョンの見直しや設置条例の変更,必要な予算の確保が行われた点が重要である。リニューア

ルの範囲は施設設備にとどまらず,組織や展示のリニューアルを含めた館全体に及んでい

る。ミッションの中に地域活性化があるが,地元の商店街との連携もうまくいっている。 

＜金山ゼミ所属の学生－小菅葵氏・野村龍星氏・米持のはな氏－のコメント＞ 

概要 私たちは今年（2015 年）の 5 月 1 日～3 日にかけて,ゼミ合宿で新津を訪れました。

目的は,新津商店街が地域資源をどのように用いているか,リニューアルした鉄道資料館が

商店街にどのような波及効果を与えているのかという２点です。今回は鉄道資料館の報告

として,現状とそれに対する評価を整理し,SWOT 分析並びにクロス SWOT 分析を行うことで,

課題と展望を考えました。実際に調査を行い,新津鉄道資料館が商店街と連携して,地域全

体をまちづくりに取り組んでいることが明らかになりました。資料館を中心として,まちの
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さらなる発展を願っています。 

 ４ 質疑応答・意見交換 以下の質疑・意見交換があった。  

Ｑ1990 年代には,市民参画・市民参加が博物館運営のキーワードであったように思うが,リ

ニューアルを行っている館では,観光や利用者への対応に重点がおかれるように見える。

現在行われているリニューアルでは,そのような傾向が強いのか？ 

Ａリニューアルの意図として,市民が利用しやすい・交流しやすい施設にすることを主眼に

したものと地域のブランド化や観光振興を図る施設にすることを主眼にしたものがある。 

Ｑリニューアル時に,施設のアメニティの高度化（トイレ等）が要求されている事例は多い

か？ 

Ａ例えば，施設全体のリニューアルをする場合にも,アメニティの高度化を含める事例は多

い。 

Ｑ成果指標では,入館者数が過度に重視されているように思うが,成果指標の複線化につい

てどう考えているか？ 

Ａ入館者数はわかりやすい指標なので,新潟市でも重視される傾向がある。入館者数以外の

項目についても,実績をあげ,幅広くアピールするようにしている。 

Ｑ欧米の動物園を見ると,まずリニューアルのプランがあって,プランに基づいてファンド

レイジングという流れがあるが,日本では,このような事例があるか？ 

Ａ欧米のような事例は少ないが,鶴岡市立加茂水族館リニューアルの際の公募地方債（住民

参加型市場公募地方債）の例がある（質問者からは,静岡市立日本平動物園が鶴岡市立加

茂水族館の前に実施していた旨の補足説明があった）。 

Ｑ地域の文化資源を発掘する上で,恒常的に館にいる学芸員に,どのような役割や能力が求

められていると思うか？ 

Ａ学芸員には,資料収集・調査研究・展示等に関する業務を遂行するだけではなく,地域に

入って,文化資源を掘り起こすことが求められている。そのためには,コミュニケーショ

ン能力の向上が必要であり，一方で学芸員の確保や身分の安定化などは大きな課題にな

っている。 

Ｑ金山ゼミの発表に,ミュージアムショップやレストランについての提案があった。全国科

学博物館振興財団のホームページにミュージアムショップの調査結果を掲載しているの

で,参考にしてほしい。レストランは,赤字が続き,撤退していくケースも多い。博物館の

グッズについては,展示解説書が重要だが,販売できない場合には,資料のポストカード

を是非扱ってほしい。それも無理なら,資料のリストは是非揃えてほしい。 

 Ａ提案がどのようにしたら実現できるのか,今後勉強していきたい。 

(注) レジュメと説明用スライドは，本報告書と「日本の博物館総合調査」のウエッブサイトに掲載

している。発表者の概要部分は,各発表者に記載していただいた。質疑応答・意見交換の内発表

者以外の部分は,杉長がまとめた。文責は杉長にある。 
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・丹青研究所調査では、2006 年度調査時からリニューアル館数が新設館数を上回っている。 

 

 

２．近年の博物館リニューアルについて 

  ・2013 年度～2015 年度の主なリニューアル館／リニューアル計画中・推進中の主な事例 

  ・リニューアルに至る契機／リニューアルに取り組む要因 

  ・近年のリニューアルの特徴（リニューアルの目的・工夫・ポイント） 

  ・段階的なリニューアル、中長期的なリニューアル 

  ・「平成の市町村合併」後の対応（統廃合・再編など） 

  ・総務省「公共施設等総合管理計画」策定要請（2014 年 4 月） 

～公共施設再編時代におけるリニューアル～ 

  ・2020 年東京オリンピック・パラリンピックとの関わり 
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ワークショップ 第１部発表② レジュメ    新潟市新津鉄道資料館・水澤副館長 

◆博物館のリニューアル 事例研究 新潟市新津鉄道資料館 

≪リーダーシップと地域協働でリニューアルから活性化へ結び付ける≫ 

１．はじめに  

（１）新潟市秋葉区概要 

 ①旧新津市から新潟市へ合併，旧新津市は「秋葉区」となる 

 ②「鉄道の街にいつ」の変遷 

（２）新潟市新津鉄道資料館の概要 

２．新津鉄道資料館見直しの経緯 

（１）旧市町村「文化施設のあり方検討会」からの洗い出し ～現状の評価～ 

（２）文化施設の「重点施設」の設定 

３．新津鉄道資料館リニューアル事業の基本的な考え方 

（１）ミッションと運営方針 

（２）ミッションの実現と事業内容 

（３）事業の基本的な考え方 

（４）展示リニューアルの考え方 

４．資料館リニューアルに向けたリーダーシップ 

（１）自治体としてのリーダーシップ 

（２）職員としての想いと熱意でできること，できないこと 

５．地域協働での資料館運営 

（１）地域資源を掘り起こせ 「歴史，人，モノ，知恵」  

（２）相互連携による資料館と地域の発展と活性化 

６．まとめ 
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市
民

が
実

感

目
的

公
立

文
化

施
設

の
現

状
と
問

題
を
改

善
し
，
都
市

イ
メ
ー

ジ
を
向

上
さ
せ
る

外
部

有
識

者
助

言

・総
合

的
な

判
断

と
決

断
・事

業
，

予
算

措
置

へ
の

指
示

・事
業

の
把

握

自 治 体 の 首 長

意
見

・提
案

外
部

有
識
者

・事
業

計
画

策
定

な
ど

の
事

務
作

業
・事

業
の

必
要

性
，
地

域
貢

献
度

な
ど

ミ
ッ

シ
ョ
ン

の
把

握
，
理

解
，
ア

イ
デ

ア
発

案
，
情

報
収

集
・事

業
推

進
に

向
け

た
責

任

担 当 職 員

ア
ド

バ
イ

ス
指

示
報

告


H
2
4
.7

新
津

鉄
道

資
料

館
活

性
化

検
討

委
員

会
発

足
（全

７
回

）


H
2
4
.1

0
  

  
  

  
  

  
 検

討
委

員
会

が
新

潟
市

長
へ

提
言

書
を

提
出


H
2
5
.2

新
津

鉄
道

資
料

館
活

性
化

基
本

計
画

書
策

定


H
2
5
.3

～
8

展
示

等
改

修
設

計
業

務
委

託
7
,8

7
5
千

円


H
2
5
.6

  
  

  
  

  
  

  
車

両
輸

送
・展

示
業

務
委

託
8
0
,0

0
0
千

円


H
2
5
.1

0
～

H
2
6
.7

展
示

改
修

業
務

委
託

1
3
4
,0

0
0
千

円


H
2
5
.9

～
H
2
6
.4

  
  
展

示
改

修
等

の
た

め
休

館


H
2
5
.1

0
～

H
2
6
.3

空
調

工
事

4
0
,0

0
0
千

円


H
2
6
.4

新
津

駅
中

サ
テ

ラ
イ

ト
開

設
3
,8

0
0
千

円


H
2
6
.4

  
  
 「

鉄
道

の
街

に
い

つ
」
ブ

ラ
ン

デ
ィ
ン

グ
事

業
実

施
1
,0

0
0
千

円


そ

の
他

（委
員

会
，
一

般
事

務
費

）
3
,5

7
1
千

円


H
2
6
.4

.1
9
  

  
  

  
  

 １
階

部
分

ｵ
ｰ

ﾌ
ﾟﾝ

，
７
月

下
旬

ﾌ
ﾙ

ｵ
ｰ

ﾌ
ﾟﾝ 合
計

2
7
0
,2

4
6
千

円

279



3

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

前
◆

職
員

兼
任

正
職

1
名

◆
臨

時
4
名

◆
予

算
3
,0

0
0
千

円

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

後
◆

職
員

正
職

2
名

(1
)

再
任

用
1
名

非
常

勤
4
名

(2
)

臨
時

9
名

(
)は

学
芸

員
数

◆
予

算
（H

２
７
）

管
理

費
１
5
,0

0
0
千

円

（正
・非

常
勤

人
件

費
除

）

企
画

費
7
,8

0
0
千

円

重
点

費
1
0
0
,0

0
0
千

円

合
計

1
2
2
,8

0
0
千

円

交
流

人
口

の
拡

大
と
地

域
の

活
性

化
を
図

り
ま
す

資
料

館
を
新

潟
市
独

自
の

「
文

化
施

設
」
と
し
て

再
生
し
、
そ
の
魅

力
を
内

外
に
発
信

す
る
こ
と
で
、

人
々

が
集

い
、
交

流
す
る
中

か
ら
地

域
の

活
性

化
を
め
ざ
し
ま
す
。ミ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

運
営
方
針

①
快
適
に
過
ご
せ
る
施
設
づ
く
り
を
行
う

②
新
津
駅
か
ら
魅
力
あ
る
交
通
ア
ク
セ
ス

の
向
上
を
図
る

③
鉄
道
文
化
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
を
新

た
に
獲
得
し
て
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

鉄
道

文
化

の
発

信
拠

点
に
し
ま
す

鉄
道

の
ま
ち
の

“
記

憶
”
を
再

発
見

す
る
と
と

も
に
、
最

新
技

術
を
含

め
た
新

た
な
資

料
を

収
集

し
、
わ

か
り
や

す
い
展

示
を
行

い
な
が

ら
、
新

津
を
は

じ
め

と
し
た
鉄

道
文

化
の

魅
力

を
発

信
し
ま
す
。 運
営
方
針

①
鉄

道
の

“
記

憶
”
を
た
ど
る

②
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
と
展
示

を
行

う

③
鉄
道
技
術
の
紹
介
を
行
う

④
鉄
道
文
化
の
情
報
発
信
を
行
う

⑤
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

人
づ
く
り
と
地

域
の

連
携

に
よ
る
事

業
を
展

開
し
ま
す

鉄
道

文
化

を
継

承
・
発

展
す

る
人

づ
く
り
と
地

域
・
市

民
・
企

業
と
の

連
携

に
よ
り
、
魅

力
あ
る

事
業

の
展

開
を
図

り
ま
す
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ

運
営
方
針

①
鉄
道
文
化
を
学
ぶ
学
校
教
育

を
支

援
す
る

②
地
域
・
市
民
・
企
業
・
鉄
道
文

化
施
設
な
ど
と
の
連
携
を
強
化

す
る

③
鉄
道
文
化
と
地
域
文
化
を
担

う
人
づ
く
り
を
行
う

ミ
ッ

シ
ョ
ン

と
運

営
方

針


資

料
館

の
ミ
ッ

シ
ョ
ン

に
基

づ
き

、
事

業
内

容
の

展
開

を
図

る


新

潟
・新

津
を

前
面

に
出

し
た

地
域

な
ら

で
は

の
事

業
を

実
施

す
る

資
料

館
の

発
展

は
地

域
の

発
展

地
域

の
発

展
は

資
料

館
の

発
展

と
考

え

「地
域

貢
献

・相
互

連
携

・協
働

」
が

キ
ー

ワ
ー

ド
に

な
る


常

設
展

示

新
潟

・新
津

の
鉄

道
と

ま
ち

の
歩

み
の

紹
介

、
資

料
館

の
豊

富
な

資
料

を
収

蔵
し

な
が

ら
紹

介
す

る
収

蔵
展

示
、
映

像
コ

ー
ナ

ー
、
屋

外
に

お
け

る
実

物
車

両
展

示
な

ど
に

よ
る

構
成


企

画
展

示

自
主

企
画

の
ほ

か
、

地
域

の
団

体
や

市
民

な
ど

と
協

働
で

展
開

す
る


特

別
展

示

テ
ー

マ
を

設
け

、
大

規
模

に
展

開
す

る

新
潟

市
の

鉄
道

資
料

館
と

し
て

，
地

域
の

鉄
道

の
歴

史
，

歩
み

，
発

展
，

時
代

の
変

化
な

ど
を

考
慮

し
，

さ
ら

に
実

物
資

料
展

示
に

こ
だ

わ
る

こ
と

で
，

変
わ

り
ゆ

く
「鉄

道
」
の

時
代

の
流

れ
や

生
活

と
の

関
わ

り
を

通
し

，
鉄

道
文

化
を

わ
か

り
や

す
く
表

現
す

る
。
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4

外
観

を
新

幹
線

風
に

塗
装

し
ま

し
た

鉄
道

色
を

強
く
出

し
た

入
り
口

付
近

20
0系

新
幹

線
・Ｓ

Ｌ
Ｃ

５
７

１
９
号

機

実
物

資
料

を
多

数
展

示
し

て
い

ま
す

新
津

駅
に

サ
テ

ラ
イ

ト
施

設
を

設
置

鉄
道

講
演

会
を

定
期

的
に

開
催

Ｄ
Ｄ
14

形
機

関
車

・4
85

系
電

車
を

新
規

導
入

1日
館

長
向

谷
実

氏
の

ス
テ

ー
ジ

イ
ベ

ン
ト

0
5,
00
0

10
,0
00

15
,0
00

20
,0
00

25
,0
00

30
,0
00

35
,0
00

40
,0
00

45
,0
00

50
,0
00

1 1 年 度

1 2 年 度

1 3 年 度

1 4 年 度

1 5 年 度

1 6 年 度

1 7 年 度

1 8 年 度

1 9 年 度

2 0 年 度

2 1 年 度

2 2 年 度

2 3 年 度

2 4 年 度

2 5 年 度

2 6 年 度

来
館

者
数

◆
で

き
る

こ
と

・そ
の

業
務

に
熱

意
を

持
ち

、
楽

し
ん

で
や

る
こ

と

・常
識

を
変

え
て

い
く
こ

と
（常

識
は

人
が

，
社

会
が

創
る

も
の

だ
か

ら
）

・地
域

や
人

（人
材

）と
密

着
で

き
る

こ
と

（自
身

の
財

産
に

な
る

）

・進
む

べ
き

方
向

を
「み

ん
な

で
見

つ
け

て
、
掘

り
起

こ
し

、
磨

い
て

、
輝

か

せ
て

い
く
こ

と
が

で
き

る
ん

だ
」
と

周
り
に

示
し

，
導

く
こ

と

◆
で

き
な

い
こ

と
・組

織
の

中
で

は
職

員
は

基
本

「歯
車

」
。

以
上

で
も

な
く
以

下
で

も
な

い

・人
事

異
動

で
職

場
が

変
わ

る
の

で
長

く
続

け
る

こ
と

が
で

き
な

い

・大
型

事
業

の
決

定
と

大
型

予
算

の
確

保
は

か
な

り
難

し
い
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5

■
歴

史
東

日
本

最
大

級
の
鉄

道
の
要

衝
地

域
で
走

っ
た
蒸

気
機

関
車

た
ち

■
モ
ノ

首
都

圏
を
走

る
鉄

道
車

両
を
製

造
す

る
総

合
車

両
製

作
所

新
津

事
業

所
家

庭
や

地
域

に
点

在
す

る
鉄

道
資

料

■
ひ

と
鉄

道
を
身

近
に
暮

ら
し
て
き
た
人

た
ち

10
年

後
の
ま
ち
な
か
を
考

え
る
人
た
ち

若
者

・
よ
そ
も
の
・
ば
か
も
の

■
知

恵
若

い
人

の
ア
イ
デ

ア
が
鉄
道

と
融
合

金
は
無

い
け
ど
知

恵
は
あ
る
！

新
津
鉄
道
資
料
館

現
状
・
評
価
と
展
望

３
年

⾦
⼭
ゼ
ミ

⽇
程

５
⽉
１
⽇
（
⾦
）
〜
５
⽉
３
⽇

（
⼟
）

⽬
的

•新
津
商
店
街
が
外
部
か
ら
⼈
を
呼
び
込
む
た
め
に
、

地
域
資
源
を
ど
の
よ
う
に
⽤
い
て
い
る
の
か
現
状
を

知
る
。

•リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
新
津
鉄
道
資
料
館
が
新
津
商
店

街
に
ど
の
よ
う
な
波
及
効
果
を
与
え
て
い
る
の
か
現

状
を
知
る
。

新
津
鉄
道
資
料
館
の

SW
O

T分
析
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6

強
み

（
St
re
ng
th
s）

•以
前
、
鉄
道
の
要
所
で
あ
っ
た
新
津
に
資
料
館
が

あ
る
こ
と
。

•S
Lや

新
幹

線
の

実
物

展
示
、
O
Bか

ら
資
料
提
供
。

•国
鉄
O
Bが

受
付

兼
解

説
員

。
•無

料
の

シ
ャ
ト
ル

バ
ス
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
。

•リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

。
（
館
内

の
清

潔
さ
）

•校
外
学
習
で
連
携
し
や
す
い
。

•鉄
道

グ
ッ
ズ
の

販
売

。

弱
み

（
W
ea
kn

es
se
s）

•旧
国

鉄
時

代
を
知
る
人

が
減
少

。
•家

族
連
れ
で
行
け
る
工
夫
、
宣
伝
が
乏
し
い
。

•資
料
館
付
近
に
飲
食
店
が
な
い
。

•英
語
の
資
料
説
明
が
少
な
い
。

•ゼ
ミ
生
の
中
で
新
津
鉄
道
資
料
館
の
存
在
を
知
っ
て
い

る
人
が
い
な
か
っ
た
。
（
知
名
度
が
低
い
？
）

機
会

（
O
pp

or
tu
ni
tie

s）
•観

光
客

（
日

本
人

、
外
国

人
）の

増
加

。
•鉄

道
フ
ァ
ン
の

存
在

。
•旧

国
鉄
O
Bの

存
在
。

•S
N
Sの

普
及

。
•市

や
区

の
サ

ポ
ー
ト
。

•鉄
道
好
き
の
タ
レ
ン
ト
。

•新
津

車
両

製
作

所
。

•資
料
館
周
辺
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
少
な
い
。

脅
威

（
Th

re
at
s）

•大
宮

（
鉄

道
博
物

館
）
の
存
在
。

•他
の
観
光
地
や
施
設
の
存
在
。

•鉄
道

ブ
ー
ム
に
陰

り
が
見

え
始
め
る
と
影

響
さ
れ

る
。

•地
方
の
人
口
減
少
。
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7

強
み

（
St
re
ng
th
s）

•以
前

、
鉄

道
の

要
所
で
あ
っ
た
新
津
に
資
料
館
が
あ
る

こ
と
。

•S
Lや

新
幹
線
の
実
物
展
示
、
O
Bか

ら
資
料
提
供
。

•国
鉄
O
Bが

受
付
兼
解
説
員
。

•無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
。

•リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
（
館
内
の
清
潔
さ
）

•校
外
学
習
で
連
携
し
や
す
い
。

•鉄
道
グ
ッ
ズ
の
販
売
。

機
会

（
O
pp

or
tu
ni
tie

s）
•観

光
客

（
日

本
人

、
外

国
人
）
の
増
加

•鉄
道
フ
ァ
ン
の
存
在

•旧
国
鉄
O
Bの

存
在

•S
N
Sの

普
及

•市
や
区
の
サ
ポ
ー
ト

•鉄
道
好
き
の
タ
レ
ン
ト

•新
津
車
両
製
作
所

脅
威

（
Th

re
at
s）

•大
宮
（
鉄
道
博
物
館
）
の
存
在
。

•他
の
観
光
地
や
施
設
の
存
在
。

•鉄
道
ブ
ー
ム
に
陰
り
が
見
え
始
め
る
と
影
響
さ
れ
る
。

•地
方
の
人
口
減
少
。
(少

子
高
齢
化
）

弱
み

（
W
ea
kn
es
se
s）

•旧
国
鉄
時
代
を
知
る
人
が
減
少
。

•家
族
連
れ
で
行
け
る
工
夫
、
宣
伝
が
乏
し
い
。

•資
料
館
と
連
動
し
た
飲

食
店
が
な
い
。

•英
語
の
資
料
説
明
が
少
な
い
。

•ゼ
ミ
生
の
中
で
新
津
鉄
道
資
料
館
の
存
在
を
知
っ
て
い

る
人
が

い
な
か
っ
た
。
（知

名
度
が
低
い
？
）

強
み
×
機
会

•S
N
Sを

利
用
し
今
以
上
に
資
料
館
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
。

•市
・
区
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
、
北
陸
に
お
い
て
の
「
鉄

道
の
ま
ち
」
と
い
う
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
。

•鉄
道

好
き
の

タ
レ
ン
ト
と
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
。

弱
み

×
機

会

•鉄
道
に
興
味
が
な
い
人
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
SN

Sを
利

用
し
て
魅

力
を
伝

え
る
。

•外
国
人
向
け
の
説
明
な
ど
を
付

け
加
え
る
。

•国
鉄
O
Bの

知
識
を
受
け
継
ぐ
人

材
育
成
。

•新
津
車
両
製
作
所
と
の
連
携
（
工
場
見
学
な
ど
）

•鉄
道

好
き
の

タ
レ
ン
ト
（
元
SK
E 
松
井
玲
奈
、
私
立
恵
比

寿
中
学
廣
田
あ
い
か
、
モ
デ
ル
市
川
さ
や
な
ど
）
を
PR

大

使
に
起
用
し
て
、
ア
イ
ド
ル
フ
ァ
ン
な
ど
に
も
興
味
を
持
た

せ
る
。

強
み

×
脅

威
•大

宮
と
の
連
携
、
交
流
。

•他
の

観
光
地
(ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
温
泉
、
公
園
、
神
社
）

や
商

店
街

と
の

連
携

。
(シ

ャ
ト
ル

バ
ス
→
新
津
巡
回
バ
ス
）

284



8

弱
み

×
脅

威
•館

内
に
飲
食
ス
ペ
ー
ス
(S
Lメ

ニ
ュ
ー
が
食
べ
ら
れ

る
場
）
の
検
討
が
必
要
。

•広
報
戦
略
の
見
直
し
が
必
要
。

•タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

を
絞

る
。

（
ど
ん
な
人
に
来
て
欲
し
い
の
か
）

ま
と
め

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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